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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（1｝56惹11（，」ヨ1　1f．疑．闘！）

　家蚕雄蛾に於ける外部鋤FI：器のヲ猷に肌て糠（1・　　　　　材料および方法
24）は・雄蛾の外部生タ直器は幼虫ヴ）腹都第9i節及び粥　　　　　　　．
・・獅からなり，齢第畷£1　によ・刈蜘してい羅，、　．16鱒に鰍職・11！纐k，E’1　1，：隅x“〕8－21；一，　v／，；

述べている。　　　　　　　　　　　平×飽服び長光×儲iで雷・㍍
瓢田中（11943）によれv－x，嬬聯・・　贈1搬の　2・脳蛎1榔齢耐」「1の除・！ぐは麟脈雄蔀さ

1嘱器で・対の臓の如く渤iil　u螂に蝋の脚勾融，　児の瓢脚欄宥1の蛸略粉及び1幽聯ト細・i・・　

り，鞘蝿骨sc・ph・・mと齢ゴーる．。櫨蝿獺　凱て1除去し・・そ嘲湘・直・・當　［　楓靴i・燗1・IIULi

に雌聯の連結噸激微1をっとめるもので麟。　にっいてタ榔酬：｝糊隙酬べ六・・

　次に拠撮器に関して，これは第9腹節の附鯛器であ　　　　　　　　　実験結果と考察

り・交尾に当り雌蛾の鋸歯状キチソ板の内側に引懸け響

撫分離しな・・ような糟で扇．また，灘V、n。ul。m　ll纈児の牌尾既騰し耀験
聯9麟の腹板の・都であ・．しかし羨蹴・。。・s　、警酬雌て繍伽力’剛の馴酬糸“・・1｛・～1　甑

燗して闘らかに述べられて・・ない．・elJち雌脇部　毛覧樫せ・熱した線の夕榔酬：1絢離オ漁鱗雄

蝋器の腱に関する実騰果妹だ見られない。　9gtのぞ測1帆た・その冷繍・画1鳳しノ・二と・・

私達は，雌に鮒研部勤詫器の原撫ついて究明　りで鵬F：醐こよれ醐らカ・　’1，9　・1：う燃劉に｝1’側

響蹴講灘鑛盤騨饗懲癬　1澱讐！麗瀦灘毒㍊懸繊1・
鵬雌賜部蝉器の願，。関する蹴雛めそ。、　に磁すること醐らかである・

部，鵬，鉤器櫻握撒び交關の驕彗醐らかにする　2・鉤器の腿を擁し嬢験

こと醐来た．今圓は，これらの職の位置及び・部そ　撒1・によつ熾｛」辮の職が羅脚蹄召㌧掲疏を

の騨爽灘果について報告する。　　　　獅たので，この原勘触嘲1（し醐合渡態畔

験撫鰻躍灘羅課簾翫馨禁禽総　講誉讐晶騎欝5灘綿膿詔譜

る系伽繊に於て，片側の側暦が鱗の鎌となって　雄酬の尾姫切除しこれ胴齢の露聡燃擶脚）

いる個体醗見u鱗の雛もμ繊の側羅購に幼　第6囎1と第7獺1の獺澗膜に移脅鵬批後に鋤｝
勤馴に騰があると考え勘虫・脚除去により鉤　空倣状齢調べた・その繍よ・Fig・2…‘tに

器の倣されな礫馳得ている（．1ヒ原・9殊㈱。　－7rkLたと鋤飾る・賜騨：された麟瞭肋発1至
・の磯賄うに当り御懇切なる微導を賜った鯨　畔って厳し（Fig・　2）・羽化後に於て館嚇醐輯i

蝉鞭韻久翻地びに本轍撫ll生瀕阯燭　と第7獅の囎1融の糊に鑑彬・黙さ減（Fig・
して謹ん礁渤意鹸する．尚この磯は私勘、　3・4）・

ん舳の文縮助蹄獺α95・）の・部統当した　この撒結蹴・藤肋尾脚が鱗・・原撫踊・
ことを附記し併せて当局に燈く御礼申上げる。　　　　　　とを挺に証朔するものである・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　次に，雄蚕児の羅脚に存する鈎器の原”脳よ，それを移

　tt　　　　　　　・　　　　　植すれば宿主が雌でltl・つても雄であつてもそ・）性肺関
曙州蝉繍購1≦養群・碑醐生欝研鰹　 徽く，そオ・醗態に伴って難。仙，鴬蜘於て鱗
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を形成するc、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．上腹線を1－1，1心とし難；線を含めた皮膚の部分を除去すれ

　3．撰握器の原墓についての実験　　　　　　　　　　　ば，その雄蛾の外部生夘1麟｝に於ては，それを除張した側

熟蚕期に雄7S・t児の第11糞。櫛に於て，　ttl、i」1［ii．1醐しかの仰1の　　の1脇器が形成さ牙．しない，

上腹線を中心と1、、撫線を，↑めた皮商の部分を紺糸で結紮　　　　以．．．ヒの結．At　／1’から，岬1蛾外部櫨殖：器に於ける櫻握器｝の原

し，て除去し．，llj化した雄蛾の外部生殖器0－）形態を無処i哩　　　器セよ，雄寮児に於ける箱11｝f｝節のi田聯泉を中心とした皮

蛾のとれと比較して調べたc，その結果は，Fig．5に承し　　　膚の部分に存イ．i：1するc、

たとおりで聾jるc，⊥ll］’らFig．5によれば，笛l　l環節の何　　　　　3．旋i躍3横i及び繋帯の原・藁は，雄盤児に於ける．第：1聡漿

れかの側にっいて，上腹線な中心とし燐線徹含めた皮虜　　　節の腹線な中心とした皮膚の部分に存：狛…するものと考え

の部分郷矧・けれeit，羽化し、た雄蛾の夕卜部生殖淑こ於て　　られゐ。

触帥燗の脚・瀞鰍されなかった・こ畷鵬　　　　 丈　献　　．　・
・果から，雄蛾の外部生殊1〔器に於ける腿llT器の原蕩は，幼

虫，第11環節の・・．・1・：腹線創・心としノ幽肋部伽・存・側一　ωイ煉広蜘墾体解・1暁幽学轍道館），E｝3～94・

ること力訓らかである。　　　　　　　　　　　　　（1・929）
　4，　i熱蚕期に第11環節の腹va（；二於て左右i纂線間の皮鵬　　　〔2）田中　就略i：養｛｝斡（畠興文祉）・420～‘掲2・（1943）

　　　の部分を除去した爽験　　　　　　　　　　　　　　（3）竹田　寛’田中’tt／°fず：信大織研』1｝も㈲・（1954）

　熟墾川に於て第：n環節の腹了酊に於てノ1｛オi．1，［鋤と間の皮膚　　　（4，）竹【ll　’1’i：：信大繊研報・（5）・（1955）

の部ノトを絹1隻で結｛｛1ルて除2ξし，その後にJl化した雄lllt　　㈲　北際　克巳：漸t充i炎・（i．95の

について夕陪附．殖器の形熊を調べた。その結果はFi勝6　　　　　　　　　　　　Summaxy

VC・7J14した2・　’1・・sりで踊・　　　　　　　　In　th。　p，、e。tp、p，，　tl、，、、th。r，　h。ve、，，，i・d。。t　th，

鵬Fi駕・6。・」・れ1菰・第1蘭鯛蜥1こ於て繍鰍　，。，，，im，。、，。f　i。q。i，i。蜘，。，h。　whe，e。b。。，。。f・1、e

l｝　破伽部分を1鯉綱しば，1・1糊・・　t｝・蝿鵬よび　，、，、，。f、h，。u・。，、，。i・、11i。。f・h，　Sil・w。m　m。1，

繋骸全くヲ戯されなか・・た・伽て・撒3・°）糊l　m。、h，。。d、he，e，ult，・hu、。b・。i。，d。，e。、　f。U。w，，

とこの購裸とを併せ教ると・交圏勲び繋物原　、．Theim，gi。、l　b。d。f・h。　u。。。s　i。　the。ut，，

il；1：朧11獺∫刎購を「：1．1心とした蛸の部分購請Eする　，。。｛，、ll。。f，he　m、1。　m。・h，。i・・、　i。・he　caud。11，、、

もq・と教ら泌・而して・こ4’撒蘇は諒た認1　。f、he，i正kw。，m．1。，v、．　A。、。rdi。g、。，he　exp，，im，。・，

握器の原11；三が左右の一ヒ腹線を中心とした都分に存在する　　　，，f　transplantation‘）f　the　imaginal　bud　which　carried

・と闘する酬魯えたもの脇ると獣る・　　。。、hec，ud。ll。9，．i。、。，h，1。，v、1b。dyi。・h，・hi，d。，

奪難驚麟繊蕪駕1難釜羅慰蕪繍総蜜黙1
えられる・　　　　　　　　　，he。。t，，　g。。i，。li。。f・he　m、1，　m、・h，　i。　whl・h　ca・e

尚・その他の雄酬音騨暑詠の職について敵めて @，h。　dev，1。，＿，。。d　d、ff，，en、、。、、。。。・，h，・m。g・。。1

撒する予定である・　　　　　　b。d．ha，、。g。。，el、，i。。　wi，h・h，，e。。・・he　h。，・。，、i一

　　　　　　　　　　摘　　　　要　　　　　　　　　mal，

　家蚕雄蛾の外部生殖器の原基を追究する実験を行い，　　　　2。When　tbe　integument　between　supra　ventral　I鵬

次の結果を得た。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　and　basal　line　was　removed　by　binding　with　a　silk

　　1，雄i蛾の外部生殖器に於ける鉤器の原基は，雄蚕i．児　　　thread　at　either　the　ri鼠ht　or　left　side　eleventh　segment

の腿脚に存在する。而して，この原蟄を幼虫期（3齢戴　　　of　the　male　silkworm　Iarva，　the　clasper　was　not　formed

は4齢期）に移植すれば，その原蕪は変態に伴って発禮　　　in　the　same　side　of　the　outer　genitalia．

分化し，成虫に於て鉤器を形［i．llする。この場合に於ける　　　Judging　from　this　experimental　consequence，　the

原撫Z）発匪分化は宿主のll生別，］11］ち，雌雄とは無関係で　　　writers　conclude　that　iinaginal　buds　of　claspers　in　the

匪）る、、　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　outer　genitalia　exsist　chiefly｛n　the　middle【｝f　integu－

　　2．．、！l蚕期に雄蚕児の斜当1：環節のfr・∫」功・の働こ於（，　ment・n　the　supra　ventraUine・f　the　eleventlt　seg皿一
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enヒ，

　　　　　　　　　Exp！anat覧・餓・f　t藍肥pヨate　　　　　　tween　the　rigllt…dthe　left　biisaJ　linc．：）in　the

…9・1．Uncu・…h。、i11、w。m＿t、、，。、．。　f，。m，、he　　蜘”‘segmellt・f幽ins鷹

　　　　　　1a「va　wh・・e…－sid・im・・i・・1　b・d　w・・r・n・・ved．　恥1…ti・…bbre・置・t量。。　i舳。　p1。tc

T「a1軸・t・ti・n・f　the　im・gi・al　b・d・・f　th・・nc・s　A・Th・・ight　t。cu，　i、。。しf。rmecl．

and　it・devel・pm・nt（Fig，　E）　，3，4），　　　　B・N。rm、1，

Fi慕・2・Devel・pme・…fthe　m、le　c、。1d。1．1。i．l　whi、11　C：Tlle軸t　d・・pe・is・・t　d…1・P・d、

　　　　　　be・…he　im・・i・・l　l・・d・f　unc。、、，。n，P］。11、，d　「）：B°t｝ユcl・鴫p・・i・・11d・1・culu…蜘・・t　f・・m・d．

　　　　　i耳t・th・f・ma1・i11、w。rm　l。r，。，　　　　　E・（！・ud・11e息・

Fig・3・The・m・u・・…rm・d　i・・11e，e、m，。，（i。、。，．．　F：IJnc・＄．

　　　　　segm・n・・1　m・mb舳e　i・th，、漁。nd，，、、enth　G：Vi・c・王u・1・・

　　　　　・egm…）。f　the　f。ma1・・Ilkw。，m　1、，，。　J，，　trEl．－　II：P幡

　　　　　nsplantatic）ll，　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」’：　C；laspen’、

・“ig・4・E・1・rg・d　ph。t・・9・・ph。f　t、h。　u、、cu。。b、，。，d。．　（Lnb・r・ヒ。・y・f・SSIkw・。・m　AI…t・my・1・d　Phy・1・1。S，y，

　　　　　sctiibea，　　　　　　　　　　　Fac・1ty。f・Text’ile・und　S・・iculture，　Shin、hu　Unive．．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　rsity．）
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